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Notes 　 on 　 the　 medically 　 impor重ant 　Hies　collected 　 on 　the

　　　 Amami ・Oshima 　Is王ands 　 and 　Tokara 　 Islands

By　R．　Kano
，
　K ．　Kaneko 　and 　S．　Shinonaga ・

　著者の 1人加納は，日米科学協力研究の 1 部と して の 奄美群島 の 昆虫調査 に 参加 し，1％ 3

年 7 月 14H から26 日 まで ，奄美大 島お よ び 徳之 島 に お い て ， 衛生害虫と して の ハ エ の 採集

を行な つ た．奄美にお けるハ エ の 調査 は ， 1953年 3月 に 素木得
一

博士 が採集され た の を は

じめ と して ，著者らは 6 回 （加納 1958年 7 月 ；金 子 1961年 12 月 ；篠 永 1962年 9月，1963

年 3 月，6 月 ；加納 1963年 7月） に わた つ て 調 査を行な い
， 宮崎武人博士は奄美大島と徳

之島で ， そ れ ぞ れ 1年間 の 調査を されて い る．また 日米科学協力研究 の 奄美調査 に 行かれ

た 方 々，す な わち，伊 藤修 四 郎 博士，岡 田豊 日博 士，平嶋義宏博士 ， 」．Linsley　Gressitt博
士 ， Carl　M ．　Yoshlmoto 博士，宮本正一一tg士 ら もか な り多数の ハ エ を 採集 して お られ る．

さらに 江崎悌三 博士，安松京三 博士，矢野宏二 博士 らの 採集標本 も少数見られ る．そ の ほか

中尾 舜
〜

博 士 の 採 集標本 も同 定 す る機会を 得た．こ の 様 に 今 日 まで 多 くの 採集が 行 な わ れ ，

多数 の ハ エ の 標本が あ る に も 拘 らず ， そ の 報告 は 殆ん どない とい つ て よ く，宮崎武入 博士

が，ig61年 の 日本衛 生 動物学会大会 に お い て ， 「奄美大島 に おける ハ エ 」と題 して 演説 され

た そ の 抄 録 が あ る に す ぎ な い （宮 111奇武 人 （1961）：奄美大島に お ける ハ エ ．衛生動物 Vo1 ．

12，No ．　2，　p．154）．そ こ で 著者 らは ， 加納 の 1963年 7 月 に 採集 した標本を中心 と して，さ

らに今日ま で に 同群島 お よ び 吐隅喇列島で 得られ，箸者 らが 同定 し得たすべ て の ハ エ の 種

を 報 告す る．

　 こ の 報告 を書 くに 当り， 日 米科学協力蕨究 の 奄美調査 に 参加 の 機会を与え られた 予防衛

生研究所 の 朝比奈正 二 郎部長，多数 の 標本を見 る機会を与え られ た九州大学農学部昆 虫学教

室の 安松京三 教授，平嶋義宏助教授 を は じめ同教室員各位， お よび 貴重な標本を貸与された

前記 の 方 々 に深謝す る．ま た 篠永の 奄美で の 採集は 米陸軍軍医部の 研究費 Contract　No ．

i

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologioal 　Sooiety 　of 　Japan

130 KONTYO VoL 　 32

DA −92−557−FEC −36351の 援助 に よ る もの で あり， そ の 機会を与え
1
られた 米陸軍第 406 医

学研究所昆 虫部の Hugh 　L，　Keegan 中隹に感謝の 意を表する．

調査場所および方法

　 1963年 7月に加納が行な つ た採集は，奄美大島およ び徳之島で ある が，そ の 他の 標本中に

は 沖永良部島の もの も若干見 られ る．また 宮本正
一

博士が 吐 矚喇列 島 （宝島ノ 」丶宝島）で 採集

され た ハ エ を も合せ て 記 録す る．採集方法 は ，い ずれ も主 と して 捕 虫網 に よ つ た もの で あ る

が ，1 部は魚お よ び 蝙蝠の死体を餌と した 金網製 の トラ ッ プと マ レ ーゼ の トラ ッ プに よ つ た．

採集場所 は 人 家の 内外，山道，山頂，渓流，林，草原，水田，耕 地，墓 地 ，公 園 な どで あ る．

調　 査　 成　 績

　加納が 1963年 7 月14 日から26 日まで に 奄美大島お よ び徳之島で 得 た ハ エ は，5 科20 属

34 種 780 個 体で あ つ た （表 中
＊

印 の もの ）．こ の ほか に魚 と蝙 蟷 の 死 体を 餌 と した トラ ッ プ

で 得た ハ エ の う ち約 5000 個体 （オ ビ キ ン バ エ ，ホ ホ グロ オ ビ キ ン バ エ ，ク ロ ツ ヤハ ナ バ エ
，

ミ ド 1丿ハ ナバ エ の 5 種）は，輸送途中で 破損 した 為廃棄 した ， こ れ らの ハ エ に 前記諸氏 の

採集標本 を加 え る と，奄美群島 お よ び 吐喝喇列島産の ハ エ は ，表示 した よ うに，今 目 5 科

31属 56 種とな る ・

　な お 宮崎武人 博士は 奄美大島，徳之 島 に お け る年 間 調 査 の 詳 報 を 近 く発表 の 予定 との こ

とで あ る．そ の ほ か環縫亜 目で は な く， 直縫亜 日に属す る が ， ミズ ア ブ科およ び ア ブ科の も

の も衛生上 重 要 な の で 表 に 加 え た．加納 が 1963年 7 月に 得た もの は，ミ ズ ア ブ科で は2 属

5 種 45個体，ア ブ科 は オ キ ナ ワ オ オ ア ブ 37個体 で あつ た ．

考 察

　前 述 の ハ エ の うち に は，4 新種 （表中†印）が 含 ま れ て お り， 奄美群島 ， 吐喝喇列島新記

録種 と して は 宮崎武人 博士の 報告 さ れた 種息外 の すべ て と い う こ とに な る．宮崎博士は 演

説で は ， 多 くの 種 を表に して 示 さ れ た が，抄録と して 記録 に 残 つ て い る もの は，オ ビ キ ン バ

エ
， フ タス ジ イ x バ エ

， シ リア カ ィ エ バ エ の 3種 の み で あ る、4新種は い ずれ もニ クバ エ 科

に 属 して おり，
Blaesoxipha　sp ．は湯湾岳で僅 か に 2 ♂が 得 られた にす ぎず，恐 らく直翅 目

の フ キ バ ッ タか ツ チ イ ナ ゴ の 類に 寄生す る もの と考 え られ る．Pierretia　sp ．は 山地 性で 大

島の 湯湾岳 （海抜 694m ），お よび徳之島の 井之川岳 （海抜 645m ）に の み産 し， しかも中

腹から山頂 に に か けて の 山道の 落葉また は 土 の 上 にの み見出 され る。個体数 は か な り多 く，

発 生源は 不 明 で ある が，魚肉お よ び豚 肉 に よ る飼 育 は可 能 で あ る．一方鱗 翅 目 の 幼虫 な どに

寄生する可能性も考え られ る． Parasarcophaga　 sp ．は前種同様 ， 大島 と徳之島の 特産種

で あ るが，本種 の方が 分布範囲が や や広く， 山頂か ら山麓 に およ び，前種 が 由道に の み 見

出 され る の に 反 し，本種 は 山道 の 落葉，土 の 上 の み な らず ， 路傍 の 草の 上，さ らに 溪流の

砂礫 や 石の 上 に も多数見出され ， そ の 個体数も前種よりはるか に 多い ．幼虫は，魚肉や獣

肉で容易に 飼育出来る．以上 の 3種は奄美群島特産 と考 え られ るが，Goniophyto　sp．は僅 か
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嬲憧  贐
一

jlma 　 ；

Amami −　 Tokara
Oshima 　　　　互s．

MUSCIDAE　イ エ バ エ 科

G ・aph ・myi ・　rufi
’
tibia ヒ メ セ マ ダ ラ 、 ・ ナ バ 到

＊ Lispe　orientalis

　 　　 　 　 　 　 　　 　 ．．一一．．．．一．．．．．．．．⊥1　 ．、一．

トウ ヨ ウ カ ト リバ ェ

　　　　17，8
Moreliia　hortensia　ミナ ミセ ジ ロ ハ ナ バ エ

＊ Mu8ca　 condUC θn3 　ウ ス イ ロ イ エ バ エ

10 J
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17
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＊ ルゑ heryei

イ エ バ エ 7 17，81
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ミ ド リハ ナバ エ 7 i3，4，6〜8
「

0 ．sp ．2　 リュ ウ キ ュ ウ ミ ド リハ ナ バ エ

Stomoxys 砌 lci’trans 　サ シ バ エ 7

7T

　I3 ，7〜1G
　 I

5

Synthesiomyia　nudiseta 　シ リア カ イ エ バ エ

5

　1．11
、＿1

ANTHOMYIIDAE ハ ナバ エ 科

Anthomyia　iUocata　ク ロ オ ビ ハ ナ バ エ

Fannia　canic 配 ralis

F．prisca 　 ク ロ ヒ メ イェ バ ェ

ヒ メ イ エ バ ェ

Myiaspila　 meditabunda 　ウ ス ホ シ ハ ナバ エ

＊ Ophyra　chaleogaster チ ャ バ ネ ヒ メ ク ロ バ エ

＊ 0 ．leueostoma 　ヒ メ ク ロ ノ 寸工

＊ 0 ．ni8ra 　ク ロ ツ ヤ ハ ナバ エ

7

33

10

7 i6 〜 8

　　　　　i6，7
．．一一．一．一＿．．− 1．、『一、，

7
一
−
ー石i．

7 7

CALLIPHORIDAE　ク ロ バ エ 科

＊ Aidrichina　grahami 　ケブカ クロ バ エ

Calliphora　lata　オ オ ク ロ バ エ

3，6，7

＊ Chrysomyia 　megacephala 　オ ビ キ ン バ エ

3

8 i3，6，7，
．10

1

．．
讌
難

爨
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＊ C．pinguis　ホ ホ グ m オ ビキ ン バ エ

Lucilia　iltustris　ミ ド リキ ン バ エ 亅

鶚割驚認i鴒鑑

7 7，8
．

「3，7〜10

Tokara
　 IS．

＊ L ．papuensis 　ミヤ マ キ ン バ エ 1】

10r6

〜8

＊ L・porphyrina 　ス ネア カ キン バ エ 7 …2〜4，6，7，12

＊ IZI／emipyrellia 　ligurriens　 l・ウキ ョ ウ キ ン バ X

Melinda 　okaiakii オ カザ キ コ ク ロ バ エ

8
　

16〜lo1

M ．tsukamotoi 　ツ カ モ トコ ク ロ バ エ

＊ Phaenieia　 eUPrina 　ヒ ツ ジ キ ン バ エ

＊ P．sericata 　 ヒ ロ ズ キ ン バ エ

sStemorntna
　discolor　ツ マ グロ キ ン バ エ

s．ste アnalis
コ シ ア キ ツ マ グ ロ

　　 キ ン バ エ

Trieeratopyga　 caUiphoroides 　 フ タ オ ク ロ バ エ

「 6

7 7，9蜘 101

7 3，7 1
7，88Ti4 ，6r7

　 173

】

5，6

SARCOPHAGIDAE　ニ クノs
’
工 菲斗

＊ Bellieria　 melanura 　シ リグ ロ ニ クバ エ

＊ Boettcherisca　peregrina 　セ ン チ ニ ク バ エ 7

7
「3・7・9

　7
亅

＊ B．Septentrionatis 　ク ロ ニ クバ エ E
＊
†Blaesoxipha　sp． ア マ ミヤ ド リニ クバ エ

＊ Goniophyto　honshuθnsis
ホ ン

潟皇クバ ． 1

13・5〜 8・10

7

† G ．sp．　リュウキ ュウ ホ ソ ニ クバ エ

　Leueomyia　cinerea 　ハ マ ベ ニ クバ エ

7

73

，4，6，7，9

i6・9
SC
　Pa 「asarcophaga 　 albicePS 　ゲ ン ロ クニ クバ エ

P．misera 　ミセ ラ ニ クバ エ

P ，orcin
’dθa キ ヒ ゲ ニ クバ エ

7 14〜9
．

−
7 ；6〜9

7， 8 6〜 10

＊

†P．sp ．　オ オ シ マ ニ クバ エ ー 7
　
13〜810
1　　　

，

P．ruficornis ツ ノ ア カ ニ クバ エ 9，11

P ．tuberosa ユ ミガ タニ ク バ エ

＊ Phallosphaera　 kinoshitaiキ ノ シ タニ クバ エ

6

7 7 9
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i

ー−

籥
’

懸譜 i櫑 Tokara
　 Is．

＊ Pierretia　calicifera タイ ワ ン コ ニ クバ エ 8　　i7 旨3，6，7，9 　　
’

丸 caudagalli 　トリオ ニ クバ エ 5

＊ P．josephiジ ョ セ ブ ニ クバ エ

…9

1・・
8 汐

＊tp．　 sp．　カ ネコ ニ クバ エ

4〜9 5

1
＊ Trieholioproctia　 antilope 　カモ シ カ ニ クバ エ

tT ．　basalis　オ オ ニ クバ エ

7 1… ，
12

7 1… ，・

E1

1 7 　 15，9
SCATOPHAGIDAE フ ン バ エ 科

＊ Scopeuma　sp ．
1
… 2，3，7t

STRATTOMYI ］DAE 　ミズ ア ブ科

＊ Hermetia 　itlueens　ア メ リカ ミズ ア ブ　　　　　　　　17，8　　 7〜9 ⊥＿ ＿
・ P ・ec・icu… ki一 オ キ

吉嬲 号 7

＊ Pt　 okinaveaensis 　シ ロ ア シ コ ウ カア ブ 1

1

7　 　 　 7　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 〔

「kP ．　tenebrifer 　コ ウ カア ブ 1 1・一・

＊ P ．sp，　ヒ メ コ ウ カ ア ブ 1 7 「
TABANIDAE 　 ア ブ科

Tabanus 　oin
’
nawanus 　オ キ ナ ワ オ オ ア ブ

ー．

1 7 7

T．amaenUS 　タイ ワ ン シ ロ フ ア ブ ｝6

　　に 1 ♂ が 得 られ た に す ぎ な い が琉球 の 石垣島 お よ び 西表島の 海岸 の 砂上 に 普 通 の 種で あっ

　　て，沖縄本島で も見出さ れて い る．そ の ほ かの ハ エ は殆 ん どが 琉球と共通 で 多 くの 東洋区系

　　の 種 を 含ん で い る が，一方疏 球 に は見 られず，日本本土の もの と共通 な もの もか な りあつ て ，

　　地理 的位置が 示す様 に 琉球 と本土 との 中閤的様相 を呈 して い る．す な わ ち ヒ メ セ マ ダ ラハ ナ

　　バ エ ， ミ ナ ミ セ ジ ロ ハ ナ バ エ ，ウ ス イ ロ イ エ バ エ ，フ タス ジイエ バ エ ，ハ ラ ア カイ エ バ エ ，

　　 リュ ウ キ ュ ウ ミ ド リハ ナ バ エ ，シ リア カ イ エ バ エ
，

コ シ ア キ ツ マ グ ロ キ ン バ エ
， キ ヒゲ ニ ク

　　バ エ ，ツ ノア カ ニ クバ エ ，タ イ ワ ン コ ニ クバ エ な どは東洋区系 の 種で あ り， 前記 4新種は 奄

　　美群島特産種，ノ イ エ バ エ ，ミ ド リハ ナ バ エ ，ウ ス ホ シ ハ ナ バ エ ，ミ ド リキ ン バ エ
， クロ ニ

　　クバ エ な どは琉球に は産 せ ず，本土 と 共通 で 旧 北 区系 の 種で ある．

　　　次 ぎに 人 畜衛生上の 重要性か ら言えば ， 成虫 が 人家付近 に 多 く， しば しば家屋内に侵入　　　　　　　　　　　 i

　　し，ま た 家畜 に た かつ た り吸血した り，幼虫 が便所，ごみ た
．
め ， 家畜小屋 な ど に発生 し，か

・ 雕 数 ・ 多・ も・ 欄 ・ ・な ・’・ ・
一
・ わ… バ … タ ・ ジ ・ ・ バ ・ … バ エ ・・ 　 　 　 11　1

・ll
驫　 　 　 　 　 　 　 　 li
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
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ビ キン バ エ
， ホ ホ グ ロ オ ビ キ ン バ エ

， ス ネ ア カ キ ン バ エ ，ト ウキ ョ ウ キン バ X ，ヒ ツ ジ キ ン バ

エ ， ヒ ロ ズ キ ン バ エ ，セ ン チ ニ クバ エ ，ゲ ン ロ ク ニ クバ エ ， ミセ ラ ニ クバ エ ，キ ヒ ゲ ニ ク

バ ェ な どは奄美 の ハ エ の うちで 上記の 条件を具 えて お り， 重要な衛生害虫 と言えよ う．そ の

中で もK エ バ エ
， フ タス ジ イ エ バ エ ，オ ビ キ ン バ エ

， ヒ ツ ジ キ ン バ エ ，セ ン チ ＝一クバ エ は

個体数が 著 し く多 く．とくに 人 家 の 密集 した と こ ろ に 見 られ ， 便所，ご み た め，豚小屋 ， 勤

物死体，人獣の 糞な どに 発 生 し，は な は だ うる さ い ば かりで な く，消化 器 伝染病を は じめ と

して ，諸種伝染病 を媒介す る 可能性 もあり，駆 除の 対象 とす べ き も の と患 う．イ ェ バ エ は主

と して 豚小屋 ， 堆肥 お よ び ごみ た め から発生 し，成虫 は家屋 内に極 め て 多数侵入 し，最 も

うる さ い ハ エ で あろう．フ タ ス ジ イ エ バ エ は，ご み た め や家畜 の糞などに 発生 し，成虫は

人 畜 の 傷 囗，涙，1 汗な どを な め る こ と を好み，そ の 為 に 消化 器伝染病の ほ か，化濃菌に よ

る皮膚疾患や ト ラ コ
ー

マ な ど を媒介す る可能性が 強い ．オ ビ キ ン バ エ は 琉 球や 南九州と同

様 に そ の 個体数が極めて 多 く，イ エ バ エ とそ の 首位を 競 つ て い る．大形種で 家屋内に もよ

く侵入 し，動物死体，人 畜の 糞 を好み， ご み た め に も発生 す る が，光 の さ し込 む汲取便所

は 本種 の 絶好の 発生源とな つ て い る．

　そ の た め赤痢 （細菌性お よ び ア メーバ 性 ）， ポ リオなどの 有力 な媒介昆 虫 で あつ て ，こ の

地方 で は，本種 を 撲 滅す る こ とが 衛生 上 極 め て 重 要で あり，そ の 為に は 便所 の 改良 が 最も

成果を上げ るで あ ろ う． ヒ ツ ジ キ ン バ エ は ， 汲取便所 に は 発 生 しな い が，動物死体 や人蓄

の 糞，ごみ た め な ど に多数発生 し ， 家屋 内 に もよ く侵入 し，貯蔵して ある 肉類 な どに 産卵

す る こ と も多い ． セ ン チ ニ クバ エ は汲 取 便所，ごみ た め，動物死体，人 畜 の 糞などに 多数

発 生 し，成虫 は家屋 内 に 好ん で 侵入 し， 動物性食品類 に 1令幼虫を麓 みつ け ， 消化器伝染病

の媒介の み な らず，消化器 ハ エ 症 の 原因ともな る．なお唐縫亜 目に 属する が，ミズ ア ブ科の

5 種 の うち，ア メ リカ ミ ズ ア ブ は，終戦後に 帰化 した昆 虫で ， 家屋内に 好ん で 侵入 し，便

所 ， ごみた め な どに 多数発生 し，伝染病の 媒介昆 虫 と して ， 重要視すべ きで あり，幼 虫 は

大形で 殺虫剤 に対す る抵抗 も強 く，そ の 駆除は伸々 困難で ある ．また ア ブ科 の うち，オ キ

ナ ワ オ オ ァ ブ は 7 月頃山地で は 個 体数が 非常 に多 く， 山道 で 執拗 に人 に つ きま とつ て 吸血

し，家屋内 に侵入 す る こ と もあ る．

む す び

　著者 らは奄美群島およ び吐 喝喇列島 に お い て 採集 され たハ エ を同定 し，5科 31属 S6種 を

記録 した．そ の 中に は 4新種 と多数の 同地方癰記 録 種を 含 ん で い る．そ れ らの ハ エ は 大部

分が琉球と共通で多数 の 東洋区系の 種を含 ん で い る が，一
方琉 球 に は 見 られ ず ， 本土と共

通 の 旧 北区系の 種も若干見 られ ， そ の 地理 的位置の 示す様 に，琉球と本土 との 中間 的様相

を 呈 して い る ．ま た新種の うち 3種は 同群島特産の 種 で あ る．な お こ れ らの う ち 同 地方で

．真 に衛生上重要と考えられ る ハ エ は，イ エ バ エ ，フ タス ジ イ エ バ X ，オ ビ キ ン バ エ ，ヒ ツ ジ

キ ン バ エ お よ び セ ン チ ニ クバ エ で あろ う．ア メ リカ ミ ズ ア ブ，オ キ ナ ワオ オ ア ブ も また 重

・要 な 衛生害虫で あ る．
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                               Summary

  A  great number  of medically  important fiies have been collected  by the authers
and  many  ether  entomologists  on  the AmamFOshima  Islands. The authors  identified
all these flies and  it was  made  clear  that  these fly specimens  censisted  of 5 families,
31 genera and  56 speeies.  Four  of  these  specis  were  found  to be  new  species  and

the majority  of these  species  were  found to be new  records  in this area. A  majority

of these fiies belong  te the oriental  species  and  are also  found on  the Ryukyu  Islands,

but some  of them  belollg tQ the palaearctic species  and  are  also  found on  the main

islands of Japan. Three new  speeies  are  peculiar to this area. Frorn the sanitary
standpoint,  Masca  domestica vicina,  ML  sorbens,  Chrysomyia mqgacephata,  11baenicia
cuprina  and  Boettckerisea peregrina are  considered  to  be the  most  important fiies in

this area. ]Efermetia  iUucens and  71Ibanus okinawanus  are  also  medically  impoftant
species  in this area.
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